
（別紙３）

～ 2026 年 2 月 28 日

（対象者数） 22　名 （回答者数） 18　名

～ 2026 年 3 月 2 日

（対象者数） 5　名 （回答者数） 5　名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

　支援目標や目的は一貫した中で反復して行う内容

と、新たな刺激となるように変化を用いて取り組む内

容を考案していきたいと考えています。

2

　専門種目や経験などにより、運動指導のスキルに差

が出ぬよう、日々の研修を重ねていきたいと考えてい

ます。また、障害者スポーツならびにパラスポーツの

普及・啓発活動として、卒業後も運動を継続できる各

種情報等を提供をしていきます。

3

　反応の良かったイベント内容を残しつつ、毎年ブ

ラッシュアップしながらニーズに合わせた企画・運営

を行っていきたいと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
　各種委員会等を開催して課題を見出し、必要に応じ

た改善に努めて参りたいと思います。

2

3

○事業所名 Athletics jam

○保護者評価実施期間
2026 年 2 月 2 日

○保護者評価有効回答数

2026 年 3 月 2 日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026 年 3 月 13 日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

　利用者様を含めた各種訓練と連絡等について改善が必

要であると考えております。

　年間計画に基づいて実施し、送迎時の引継ぎでもお伝

えしてきましたが、不十分な点があった。

　遊びの中で運動を捉え、楽しみながらカラダの使い方

を学んでいます。

　課題がある箇所ばかりではなく、連動する箇所を円滑

に動かせるよう意識して声掛けをしています。

　障害者スポーツおよびパラスポーツの指導者、体育に

詳しい職員を中心に活動しています。

　障害者スポーツやパラスポーツと言うと競技性が高い

イメージを持たれる方もいるが、同じ内容を集団で行う

にしても個々に合わせた運動強度を設定しています。

　全盲の方や車椅子の方など、障害種別に関わらず少し

でも一緒に行えるよう工夫しています。

　祝日開所時は外出イベントを企画し、運動ばかりでは

なく、かつ固定の利用者様以外の交流の場を提供してい

ます。

　いつもと違う場所での活動時の表情もまた豊かであ

り、固定の曜日では会わない利用者様との交流も楽しみ

の一つになっております。

事業所における自己評価総括表公表


